
IUMRS Head OfficeのRelocation

Sent: Tuesday, January 7, 2025 5:02 PM from Catherine Leng, IUMRS-HO
Dear Adhering Bodies

A gentle reminder that the deadline for submitting the nomination is on 15 Jan 2025. Please see 
below timeline for your reference.

15 December 2024                     Call for AB self - nominations. When submitting self-nominations, 
please include details of proposed business address, resources available to support the Head Office, 
local financial and auditing requirements and any other relevant information.
15 January 2025                           Self-nominations received.
Middle February 2025                Executive Council Meeting to consider AB self-nominations.  Outcome 
of discussions conveyed to all ABs.
Middle March 2025                     If more than one viable nomination, a GA Meeting may be called for 
voting to select Head Office.
30 June - 4 July 2025                   Steps for transfer to be discussed informally at ICMAT 2025.
August - December 2025          New Head Office designate sets up bank accounts and go through 
other formalities.
31 December 2025                     Books will be closed at Singapore Head Office. IUMRS funds will be 
transferred.

Best regards
Catherine

国際対応委員会
委員長 高井まどか

令和7年度活動計画（各委員会委員長）
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日本MRS News編集委員会

Vol.37,No.2

第35回日本MRS年次大会 ポスター

Vol.37 No.3

やあ こんにちは

研究所紹介

研究トピックス

Vol.37,No.4

やあ こんにちは ”

研究所紹介

研究トピックス

Vol.38、No.1

やあ こんにちは

第35回日本MRS年次大会開催報告

MRM2025開催報告

2024年度委員長 西本右子
2025年度委員長 明石孝也
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1. 日本MRSウェブページの継続的改善
a. 利用者動線・コンテンツの整理
b. 電子化した古い冊子体のWeb公開(見出し・動線の改善)

• 電子化されたコンテンツの命名規約、マスターデータの管理手法の確立
→ 以後広報・業務委員会と担当事務の所掌業務となるよう調整

• 現在はMRS-J会員のみ公開 → 一般公開に向けた検討
c. 月1回の定例ミーティングにより進捗管理

(広報・情報委員+事務局+イントラックス社)
いずれの活動も事務局経費で対応

2. Webページ、会員管理、年次大会運営のWebページ要件整理と将来に向けた検討

3. 日本MRSが扱うコンテンツのオープン化に関する方針検討
2025年度年次大会での予稿集取り扱いポリシー変更に合わせ、下記の点について年次大
会業務を支援する。
a. 実行委員会・シンポジウムオーガナイザへの説明資料作成
b. 参加者への通知(Call For Paper等)の準備、追記
c. 参加申し込みのCopyrightポリシー条文見直し
d. Abstractのフォーマット見直し
e. 製本・編集プロセス修正(プログラム番号記載等)

e. について、多少の追加支出が発生する可能性。年次大会予算の増額か、広報・情報
委員会予算として別途要求するか、来年度予算確定までに協議。

広報・情報委員会
委員長 青木学聡
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第35回年次大会奨励賞、ならびにThe MRM Poster Award 2025 の実施方法

（１）第35回年次大会奨励賞
審査と申し込み方法、ならびに受賞者の決定と発表について、前回同様に実施する。
ただし、今回から、年次大会Abstractの公開や奨励賞受賞者のみによるダイジェストの提
出などのへんこうがあることから、広報・情報委員会、ならびに年次大会組織委員会とも
連携して、受賞者の選考過程について情報共有しながら、スムーズな運営に協力する。

（２）The MRM Poster Award 2025 の実施方法

原則、年次大会と同じ方法で実施することがMRM組織委員会で決まり、前回の日本MRS
理事会で承認された。
MRM Poster Award 2025 は、MRM2025 におけるポスターセッションで発表された優れ
た研究の中から、特に高い水準の卓越性を示した発表を表彰することを目的とする。この
賞を通じて、材料研究において将来の大きな成果が期待される、優れた能力を持つ科学
者・技術者を讃える。

応募資格
• 応募者は、ポスター発表の筆頭著者かつ発表者であること。
※シンポジウムの招待講演者は応募できません。
• 発表年の12月31日時点で40歳未満の一般研究者であること。

広報・情報委員会委員長 青木学聡
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他団体が主催する会合等において日本MRSに共催・後援の依頼にあたっては、日本MRS会員への
特典付与を求めている。この要件を下記の様に修正する。
「イベントの共催・後援・協賛について」のWebページ https://www.mrs-j.org/event/sup_order.php

(前略)

共催
⚫ 共催とは、日本MRSが企画立案、運営に参画することにより、当該事業を共同で実施することを指します

。日本MRSは必要に応じ、人的・金銭的負担を含む内部的な支援を実施いたします。
⚫ 日本MRSは当該事業の実施、及び告知・普及のため、以下の事項を実施します。

➢ 事業の企画または運営への協力

➢ 日本MRSホームページ上での記載による広報
➢ 日本MRS会員宛メーリングリストへの告知による広報

⚫ 日本MRSは事業主催者に対し、以下の事項を求めることができます。原則として以下の事項を求めます。

➢ 事業共催者として日本MRSの明記
➢ 日本MRS会員に対する大会参加、論文投稿等における特典の付与

⚫ 英文では、(co-)organized by MRS-J, (co-)sponsored by MRS-Jに相当する表現を取るものとします。

※「後援」の箇所についても同様の修正を行う

(後略)

修正の理由
これまで当該要項では、イベントの共催・後援の受諾にあたり、日本MRS会員が主催団体と同
等の特典を享受することを基本方針としていた。しかし、MRM2025の後援募集にあたり、後
援団体への特典内容と日本MRS会員への特典内容が異なることとなった。この不整合の解消、
公平性を確保するため、本要件を一部緩和することとした。

広報・情報委員会委員長 青木学聡
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奨励賞規定（HPにて公開）

1. 本規定は日本MRS（以下、本会）が学生および若手研究者に対して行う表彰に関して定めたものである。
2. 本表彰は、本会が定期的に開催する年次大会で優秀な発表（口頭発表あるいはポスター発表）をした学生および若手研究者個人に
「奨励賞」を授与し、その功績を称えることを目的とする。
3. 表彰対象は本会が定期的に開催する年次大会で口頭発表あるいはポスター発表した学生および若手研究者であり、以下の全ての
要件を満たす者とする。
(1)論文の登録発表者、(2)実際に発表した者、(3)発表申込時に若手奨励賞への申込をした者、 (4)学生（学部学生、大学院修士課程・
博士課程）または発表年の12月31日の時点で40歳未満の一般の研究者。
4. 選考委員会は、シンポジウム毎に表彰候補者の数の10%程度を授受賞候補者として選び、表彰委員会が最終決定する。なお，10%

程度を算出する際には，奨励賞に申込をした総数に対して10%程度(小数点以下は六捨七入)とする。ただし，表彰候補者数，受賞候補
者数のいずれにも招待講演者数を算入しない。
5. 理事会は表彰委員会の最終決定報告書を確認する。
6. 受賞者には会長名の賞状を授与し、受賞者氏名・所属を「日本MRSニュース」に公示する。
7. 受賞者にはダイジェスト（A4 英文2ページ）の提出を求める。査読後にMRS-J Bulletin に受賞者のダイジェストを掲載する。
8. 本規定は理事会の承認を経て改定することができる。
9. 本賞の英文名称は次の通りとする。
Award for Encouragement of Research in Materials Science; The Materials Research Society of Japan Copyright

表彰委員会 副委員長・次期委員長 八田章光
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奨励賞 実施要綱（管理画面にてオーガナイザーに公開）
従来の奨励賞実施要綱と奨励賞規定細則を統合

1. 奨励賞選考委員会（以下選考委員会とする。）
1) 選考委員会委員長並びに選考委員会副委員長は表彰委員会から推薦され、理事会で承認された者が夫々務める。
2) 選考委員会委員長の任期は 1 年とし、次年度は選考委員会副委員長が選考委員会委員長を務めるものとする。
3) 選考委員会は、表彰委員会推薦の選考委員長、選考副委員長に加えて、年次大会を構成する各シンポジウムのオーガナイ
ザーから推薦された各 3 名以上の選考委員から構成される。
4）選考委員は、当該シンポジウムで発表された表彰候補発表（口頭発表あるいはポスター発表）について評価を行い、選考委員
会に報告する。

2. 選考委員の推薦依頼
1) 各シンポジウムオーガナイザーへ当該分野の選考委員の推薦を依頼する。選考委員の推薦方法は各シンポジウムオーガナ
イザーに委任する。ただし、選考委員は当該分野に見識のある研究者とする。
2) 選考委員はシンポジウム毎に 3 名以上とし、このうち 1 名が主査を務める。選考委員の数は、口頭発表およびポスター発表
の表彰候補者数、専門性を考慮し、シンポジウムオーガナイザーに委任する。ただし、60 分あたり、1 人の選考委員で評価できる
発表数は 6 件（120 分で 12 件）程度が限度であることに留意する。なお、選考委員主査および選考委員を主オーガナイザー並
びに副オーガナイザーが兼ねることは妨げない。

3. 受賞者の数
1) 選考委員会は、シンポジウム毎に奨励賞申請者数の10%程度を奨励賞授賞候補者として決定し、表彰委員会に推薦する。表
彰委員会が最終決定し、理事会に報告する。ただし，奨励賞受賞候補者数，奨励賞表彰候補者数のいずれにも招待講演者を算
入しない。
2) 奨励賞申請者数の少ないシンポジウムを複数集合して奨励賞申請者数が７名以上に達する場合は、シンポジウムが希望す
る場合に特別選考を実施することが出来る。特別選考は、年次大会組織委員長、年次大会実行委員長、表彰委員長、副表彰委
員長の四名で、各シンポジウムから提出された評価記録、推薦書とAbstractの評価により受賞予定者を合議で決定する。
3) シンポジウム毎に決定された奨励賞授賞候補者数（特別選考も含む）の総和(S)が、奨励賞申請者の10% (小数点以下は六
捨七入した数：T)と乖離する場合（S＜Tもしくは S＞T ）、奨励賞授賞候補者数の調整を行うことが出来る。
・S＜Tの場合、S＝Tとなるまで、奨励賞申請者の多いシンポジウムから１名ずつ奨励賞受賞候補者数を加算する。
・S＞T場合は、シンポジウム毎に奨励賞申請者数に対して 10%程度を算出するように調整する。特別選考は実施しない。
調整基準は表彰委員会で最終的な判断を行い、関係シンポジウムに判断基準を伝えるものとする。

次期委員長 八田章光
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4. 評価項目：以下の 6 つの項目について評価する。
1) Abstractの表現度：内容や論点を的確にまとめているか？
2) 発表の理解度：内容を十分に理解しているか？質疑応答が適切になされているか
3) 発表あるいは説明の態度：聴講者に内容を的確に説明しているか？
4) 発表あるいはポスターの構成・表現：見やすいか？よく整理されているか？
5) 研究内容：十分に考察されているか？
6) 総合：総合的に見て、優秀な発表であるか？
上記の項目について、選考委員毎に 10 段階で絶対評価（9・10：非常に優れる、7・8：優れる、

5・6：普通、3・4：やや努力を要する、1・2：努力を要する）する。

5. 選考手順
1) 専門性を配慮し、1 つの表彰対象論文に対し、3 名の選考委員を選定する。個々の選考委員がどの発表を評価するかの割り振りは、選
考委員主査に委任する。選考委員が共著の論文は、当該委員は評価できない。その場合、専門性を考慮し、やむをえず代替の選考委員が
充当できないとき、他 2 名の選考委員の評価平均点を評価点として加算する。
2) 各シンポジウムオーガナイザーは、各選考委員に発表番号と名前が記入済みの評価フォームを送付しておく。評価フォームは、Web シ
ステムよりダウンロードして使用する。
3) 各選考委員は規定ならびに細則に従って、シンポジウム毎の発表時間内に評価を行い、シンポジウム終了後は速やかにそのフォームを
選考委員主査に提出する。
4) 選考委員主査は、シンポジウム終了後所定時間内に、3 名の選考委員の評点の合計点等をもとに、シンポジウム毎に受賞候補者の推
薦順位を決定し、主査はWEB システムを用いて選考委員会委員長に報告する。
5) 選考委員会委員長は、全シンポジウムの結果をとりまとめ、受賞者を仮決定し、1 次報告書（仮決定した受賞者一覧）を表彰委員会委員
長に提出する。表彰委員会委員長が確認した後、選考委員会委員長に報告され、引き続き、各シンポジウムの選考委員主査にフィードバッ
クされる。
6) 選考委員会委員長は 1 次報告書を再度選考委員主査に送付し、主査確認後、受賞者を仮決定した 2 次報告書を作成する。なお、この
2 次報告書までは主査意見が反映される。
7) 選考委員会委員長は 2 次報告書を表彰委員会委員長に提出し、表彰委員会委員長の判断をもって、受賞者を最終決定する。
8) 表彰委員会委員長は、受賞者決定報告書を作成し、理事会に報告する。

6. 選考結果の公表、表彰状の授与、MRS-J Bulletin への掲載
1) 受賞者の名前・所属を「日本MRS ニュース」に公示することを持って選考結果の公表とする。
2) 受賞者にはMRS-J Bulletin に掲載されるダイジェスト（A4英文2ページ）の提出を依頼する。ダイジェストの提出締め切りは依頼後1カ月
以内とするが、受賞者が希望する場合は、MRS-J Bulletinへの掲載を最大1年間延期できるものとする。
3) ダイジェストを提出した受賞者に、講演タイトルと受賞者氏名を記入した賞状等を本人宛に郵送する。

7. 本実施要綱は理事会の承認を経て改定することができる。

2014年6月20日改訂
2018年6月15日改訂
2020年3月21日改訂
2020年7月16日改訂
2020年8月4日改訂
2022年7月6日改訂
2025年6月13日奨励賞規定細則と
実施要綱を統合、改訂
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高専機構－日本MRS連携促進委員会 （2025年度メンバー：承認）

➢ 2025（R7）年度も連携促進委員会としての予算要望は無し。

➢ 第35回日本MRS年次大会で１シンポジウムを企画，運営
✓ 社会実装材料研究シンポジウム（連続開催9年目）

➢ MRM2025にて，松本がExecutive委員として協力。

委員長（高専機構） 松本 佳久 国立高等専門学校機構 研究総括参事（4/1～）

副委員長（高専外） 松下 伸広 東京科学大学 副理事／教授

委員 伊藤 滋啓 鶴岡工業高等専門学校 准教授

委員 森永 隆志 鶴岡工業高等専門学校 教授

委員（高専外） 正村 亮 長野県工科短期大学校 准教授

国立高専機構―日本MRS連携の推進について 連携促進委員会 委員長 松本佳久

令和7年度活動計画（各委員会委員長）



組織委員長・古閑一憲 実行委員長・岡 伸人 副実行委員長・梅津理恵
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第1回会合：キックオフミーティング（2024年8月）オンライン
第2回会合：組織委員会（2025年1月）対面・オンライン

第3回会合：実行委員会（2025年4月）オンライン
第4回会合：実行委員会（2025年4月）オンライン を実施した。

組織委員長 重里有三

MRM Tutorial を実施することが承認された。年次大会Tutorialとの関係の整理が必要
・12月7日(日)(会期前日)午後：
・完全オンライン：1会場 13:00〜・14:30〜・16:00〜17:00 の3講義（複数会場を想定）
・1講義60分以内で講義と質問（50＋10分）

MRM2025Award を実施することが承認された。
・日本MRS年次大会の実施方法に準ずる。ただし、ポスター発表に限る。
・ ACS Publicationsから、冠Awardの相談あり。スポンサーとしての実施を前向きに検討中。

令和7年度活動計画（各委員会委員長）



Call for Abstract: 5月末で終了（ 6月13日まで公式延長）
その後は、希望シンポジウムにはURLを渡して6月末まで新規申し込みを受け付ける

講演申し込み状況 投稿者数 / 講演数
6/10: 570 / 600
前回締切時：講演数1450

収入          登録料（有償参加者1,600名想定） 単位：円

科目 単価 人数(件) 予算合計

早期  MRS-J会員/MRM2023参加者 60,000 250 15,000,000

早期  協賛学会会員 70,000 150 10,500,000

早期  非会員 80,000 100 8,000,000

早期  MRS-J/協賛学会学生会員 30,000 250 7,500,000

早期学生非会員 35,000 200 7,000,000

普通　MRS-J会員/MRM2023参加者 70,000 150 10,500,000

普通  協賛学会会員 70,000 150 10,500,000

普通  非会員 85,000 180 15,300,000

普通  MRS-J/協賛学会学生会員 40,000 120 4,800,000

普通  学生非会員 45,000 50 2,250,000

懇親会費  国内 10,000 300 3,000,000

助成金（横浜市コンベンションビューロー） 1,000,000 1 1,000,000

協賛(会議全体スポンサー一式） 300,000 3 900,000

協賛（シンポジウム） 50,000 50 2,500,000

合計 98,750,000

支出 (千円）

科目

会議費（会場借上・使用機器貸出含む）

Web・システム構築費

AV機器関係費

会場設営関係費

招待講演者謝金等

制作物

当日運営人件費

飲食（ウェルカム・バンケット・フェアウェル含む）

シンポジウム補助金

消耗品費

事務局経費

その他の経費

合計

9,500,000

1,000,000

98,750,000

MRM2025予算書（案）

3,500,000

5,000,000

8,750,000

8,500,000

9,000,000

1,500,000

予算合計

39,500,000

5,800,000

3,500,000

3,200,000

組織委員長 重里有三
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審査基準
ポスター発表は以下の観点で審査される。
1. 発表内容の理解度および質疑応答の適切さ
2. 視覚的・口頭によるプレゼンテーションの明確さ
3. 研究の卓越性とその重要性 など
審査と申し込み方法
• 審査は、ポスターセッションの開催中に実施される。
• ポスター賞への応募の希望者は、発表申込時に申し込む。
受賞者の決定と発表
• 各シンポジウムごとに受賞候補者が決定される。
• 全シンポジウムの審査終了後、所定の基準に基づき表彰委員会が最終受賞者を決定
する。
• 受賞者には表彰状が贈られ、MRM2025 の公式ホームページおよび MRS-Japan 
News に掲載される。

★ACS PublicationsからMRM Poster Award へのスポンサー希望があった。このことに
ついて、MRM実行委員会で検討した結果、以下の条件で実施することが承認された。
・本部が実施するAwardの採点結果を使用できる
・各シンポジウムから推薦していただく
・ ACS Publicationsに、受賞者を5から10人を選んでいただく
・冠Awardとして、ACS Publicationsが作成した表彰状を贈る
このことで、ACS Publications側と協議し、合意を得た。

組織委員長 重里有三

令和7年度活動計画（各委員会委員長）
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